
作 用 して 、同 じ く トリCt,ナ フチル ス チ ビ ンを 生す 、ス チ ピ ン1き ベ ンゼ ン或 は二硫 化

炭 素 溶 液 に於 て 、 盤 素 叉 は 臭素 を作 用 せ しむ れ ば 、夫 々二盤 化 物(CieH7)3 SbC12 m.p.

2560及 び 二臭 化 物(C1⑪Hア)3Sb Br2;m.P.2320を 生 じ更 に此 等 は ベ ンゼ ンの 存 在 に

於 て 。酒 精 加里 の作 用 に よ り,其 組 成(CioH7)3 SbO・C6H6な る化 合魎 を生 じ、九 十

度 に熱 せ ら る ・時 は 、一分 子の ベ ンゼ ンを失 ひ て 、ト リ、α,ナ フチル ス チ ビ ンオ キサ イ

ド(CioH7)3 SbO. m.p.219-2200の 無 晶形 粉 末 ε な る、又 ス チ ピ ンを くεンゼ ン溶 液

に於 い て 、盤 素 を飽 和 し、稀 酒 精 溶 液 よ り結 晶 せ しむ る時 は 、 α,ナ フチル スチ ピ ン、

ヂ 、ハ イ ドロ、オ キ サ1ド の 無色 針 歌 の結 晶 を 生 すo

      砒 素 の 有 機 化 合 物 に 就 い て(第 二 鋤

      グ リ ニ ヤ ー ル 試 藥 ご 三 酸 化 砒 素 の 反 磨

        松 宮  馨' 中 井  實
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 吾 々は 、 前 に報 告せ る グ リニ ヤー ル試 藥 こ三 盤 化砒 素 εの研 究 に聯 關 して 、 此研 究

を 企 て ナこり。 師 ち フエ ニ ル、p5リ ル 及 び α,ナ フチル マグ ネ シ ユー ム プ ロ マ イ ドε

三 酸 化砒 素 ε の反 慮 に於 て 、夫 々、 ヂ、フェ ニル ァル シ ンォキ サaド[(舞H♂2As]20

Eト リ。フエ ニル アル シ ン(C6H5)3 As;ヂP Fリ ル アル シ ンオ キ サ4ド[(C7B7)2As}20.

m.P.105-1060ミ トリ、Pト リノt・アル シ ン(C7H7)3As及 び ヂ、α,ナ フチ ル、ア》レシ ン、オ

キ サ イ ド[(Cl⑪H 7)2As]20. H20. m.p.240-2410.を 得 ナこり、 此 等 の反 慮 を説 明 す る

に 、嘗 つ てSachs and Kantarowitz[Ber.412767(1908)】 の與 ヘ ナこる もの に封 し、

吾hは 次 の 式 を與 へ た り。[As203+4RMgBr=(R2As)20+2MgO+2Mg盈r2;(R2As)20

+2 RMgBr =2R3As+MgO + MgBr2從 來 ヂ 、 α,ナ フチ ル アル シ ン化 合物 に就 て は

知 らる 》所 な か り しが 、吾 々は 、此 研 究 に よ り、下記 敷 種 の誘 導 艦 を得 ずこりQ即 ちヂ・

臨 ナ フチ ル アル シ ンオキ サ イ ドに,メ チル マ グ ネ シ ュー ム プ ロ マ イ ドを 作用 せ しめ
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て 、メ チ ル ヂ 、α,ナ フ チ ル ア ル シ ン(CloH7)2 A3. CH, m.P.145-1460を 得 、 又 メ チ

ル ア ル コー ル 賂 酸 の 作 用 に よ りて 、ヂ 、α,ナ フチ ル ク ロ ロ ァ ル シ ン (CloH7)2 A3 Cl.

m.p.166-1670を 得 、 更 に これ に 、 盛 素 を 作 用 せ しめ て 、ヂ 、 Ct,ナ フ チ ル ア ル シ ン ト

リ ク ロ ラ イ ド(CloH7h A3 CI3を 得 た り、 此 物 は 、 黄 色 、 吸 漏 性 の 結 晶 に して 、 室 氣

中 の 漁 氣 に よ りて,直 ち に 、 ヂ、Ct,ナ フ チ ル アル シ ン酸m.p.228-22goな る 白 色 粉

末 に 憂 す 、 オ キ サ1ド は 又 、 盤 素 の 作 用 に よ り 、 黄 色 の オ キ ジ ク ロ ラ イ ド[(CloH7)2

As Cl2]20を 生 じ 、 室 氣 中 に て 直 ち に 分 解 して 上 記 の 酸 ε な る。

      砒 素 の 有 機 化 合 物 に 就 い て(第 三軸

  三 塵 化 砒 素 ご 水 銀 の α,ナ フ チ ル 化 合 物 こ の 反 磨

                       松  宮    馨

     [翻em. Col1. Sci. lmp. Univ. Kyo to . i925 VIII.391]

 マグネシュームの有機化合物ミ無機の砒素叉は アンチモ ン化合物εの反鷹に於て、

主生物は常に第三級化合物に して、第二級化合物の生成はある特殊の揚合に限 られナニ

り、依て著者は此研究に於てグリニヤール試藥の代 りに、水銀の有機化合物を取 り、

之に封する砒素及び アンチモンの無機化合物の反慮を瞼せ り、三盤化砒素ミ α,ナ フ

チル、マーキリツク、 クロライドは一六〇度に於て、 α,ナ フチル、ヂ、クロロアルシ

ンCloH7AsCl2及 び盤化第二水銀を生ぜ り、マー一キリP-一一、ヂCt,ナ フチルを三盤化砒

素及びベンゼンミ共に閉管中に於て、一四五度に歎時間熟する時は、盤化第二水銀、

α,ナフチル マーキザツク、クロライド、ヂ、α,ナフチルクロロ、アルシン及び トリ、配,

ナフチルアルシンを生ぜ り、三盛化 アンチモンミα,ナ フチルマーキ リツククロライ

ドざは作用せす、マーキリー ヂ、 Ct,ナフチルS三 盤化 アンチモンをキ シロールε共に
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